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第１回 鵡 川 流 域 委 員 会  議 事 要 旨 
 
日 時：平成２０年３月２５日（火） １４：００～１６：００ 
場 所：むかわ町産業会館 ３Ｆ 第１研修室 
出席者：新谷委員、岡村委員、黒木委員、小坂委員、藤間委員、藤田委員 

議 事 要 旨 
１．委員長の選出 
委員の互選により、藤間聡委員を委員長に選出。 

 
２．（１）鵡川流域委員会の運営要領について 
鵡川流域委員会運営要領を承認。 

 
３．（２）鵡川水系河川整備計画策定の流れ、（３）鵡川水系河川整備基本方針

について 
・ 事務局より、「鵡川水系河川整備計画策定の流れ」及び「鵡川水系河川整

備基本方針について」を説明。 
・ 委員の主な意見は以下のとおり。 
１）主な意見 
・ 特になし 

 
４．（４）流域及び河川の概要について 
・ 事務局より、「流域及び河川の概要について」を説明。 
・ 委員の主な意見は以下のとおり。 
１）主な意見 
・ 治水事業が本格的に始まったのが昭和２３年とのことだが、治水事業以前

の１９４７年に米軍が撮った航空写真があるはずであり見てみたい。 
・ シシャモが昭和３０年代に多かったとの話があったが、その年代に近いデ

ータはないか。 
・ シシャモについては、日本固有種かつ北海道の太平洋側にしか分布していな

いという意味で、生物学的に見ても貴重と考えている。 

・ 動植物の生息・生育状況において、ニニウ付近の魚類に違和感がある。どこか

らとったデータか。アメマスやオショロコマが入ってくるのではないか。 

・ 清流日本一の記述でＢＯＤ平均値に０．５mg/L が並んでいるが、これは分析の

下限値であり、普通は０．５以下というような書き方をするのではないか。 

・ シシャモについて「レッドデータブックの地域個体群に指定されている」

とあるが、別の箇所では室蘭から釧路までの太平洋岸全てを分布域として

いる。日高地方と釧路地方では同じ種類なのか。 
・ 干潟がシギ・チドリ類の重要な中継地とあるが、渡りのコースを記述して
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ほしい。 
・ 地質の説明に関して、「空知－エゾ帯」と「エゾ累層群」という言葉があ

るが、エゾ累層群の説明がない。 
・ 災害の観点から交通網を見る意味でも、主要道道以外にもきめ細かい道路

網を入れて、災害時の状況が具体的に分かるようにしてほしい。 
・ 流域の産業について、牛が農家戸数で記述されている。経営規模によって

異なるので、飼育頭数の方がいいのではないか。 
・ 開拓の歴史で「明治時代も地名はアイヌ語で統一されていた」と記述され

ているが、意味が不明である。 
・ 主要洪水の概要では雨量が多いときに必ずしも流量が多くなってはいな

い。もう少し説明がほしい。また、流量３６００トンの対象降雨や降雨の

地域分布等、既往の洪水ではどのようだったのかも説明してほしい。 
・ 洪水の被災状況の凡例は内水被害を示しているようだが、内水の危険箇所

や重視するべき箇所等、内水対策に向けての資料としては不十分。 
・ 完成堤防でも流下能力が不足する箇所については他の工種を予定してい

ると考えられるが、それらも説明すること。また、将来的な３６００トン

での考え方も見ておいた方がいいのではないか。 
・ 浸水想定区域図について、破堤条件等の具体的な説明がほしい。 
・ ２／２０渇水流量と１／１０渇水流量の違いの２トンについて、水利権の

見直しによるとのことだが、その実態を具体的に記述してほしい。 
・ むかわ町の下水整備率は分かったが、上流はどうなのか。上流のトマム橋

や青巌橋で水質が環境基準値を超える場合がある。 
・ 海岸浸食について、人工リーフを造るなどの保全策を考えるためにも、原

因についての詳しい話がほしい。 
・ 現在の維持管理をどのように実施しているか等の説明をしてほしい。 
・ 渇水期にシシャモの産卵場所が干上がらないか。 
・ 観光客の入り込み数について、シシャモの時期でもある１１月が少ないが、

実態と異なっているのではないか。 
・ 河川敷の利用状況を説明してほしい。採草放牧地としての空間利用が和牛

等の地域産業の発展に貢献していることも分かると思う。 
・ 川西、川東頭首工について、利用面積が減少している状況での取水量の考

え方や今後の頭首工の改善方法を議論することが、環境に効果的と考える。 
・ 穂別高校ではカヌーを行っているが、高校生にも川の知識や現状、将来像

を教える必要があると思う。具体的に考えていきたい。 
・ 治水工事による成果は陸上では顕著だが、鵡川・沙流川の重要な産業であ

る漁業については、泥流により一つの産業がつぶれるほどの被害に成って

いる。整備計画の中でこのあたりの対策はできないのか。 
・ 具体的に討議できないかも知れないが、提言は出来ると思う。 

 
以上 


